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会報 145 号の発⾏にあたり 
  
会員並びに関係各位におかれましては、ご清祥のこととお喜び申し上げます。また、平素

より当協会の事業活動にご理解とご⽀援を賜り、厚く御礼申し上げます。 
 
さて、令和 7 年度の当協会の事業を振り返りますと、海難防⽌に係る各種運動の推進、

外国船舶の航⾏安全対策に関する調査研究、名古屋港新⼟砂処分場整備に係る船舶航⾏安
全に関する調査研究の他、名古屋港・四⽇市港・三河港等における船舶の航⾏安全に関す
る調査研究等を実施することが出来ました。 

 
会報 145 号では、令和 7 年度下半期に実施しました協会の事業、⾏事等について掲載し

ていますので、是⾮、ご⼀読下さい。 
 
今年度の事業活動としましては、地⽅港湾における船舶交通の実態把握の他、海難防⽌

活動、海域利⽤、船舶航⾏安全に関する検討等の事業に継続的に取り組んで⾏くこととし
ています。 

昨年度に引き続き、令和 8 年度におきましても、当協会の事業活動にご理解とご⽀援を
賜りますよう重ねてお願い申し上げます。 
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令和 7 年度 外国船舶の航⾏安全対策に関する調査研究 
                           

１ 調査研究の⽬的  

  外国船舶の航⾏安全対策に関する調査研究は、昭和 53 年度に開催した第１回委員会にお 
いて当協会の常設専⾨委員会として位置づけられ、これまで 28 回開催しています。 

最近では、平成 25 年度に開催し、４特定港（名古屋港、四⽇市港、⾐浦港、三河港）及 
び、これら特定港に⾄る海域（伊良湖⽔道、伊勢湾、三河湾）における港湾事情、海上交通
ルール等船舶運航に係る航⾏安全情報を取りまとめ、「伊勢湾・三河湾海上交通安全情報図
（⽇本・英語・中国・韓国版）」として公表するとともに、当協会ホームページで公開して
います。 

この海上交通安全情報図は、⽔先⼈が乗船しない総ﾄﾝ数 1 万ﾄﾝ未満の外国船舶に対して航 
⾏安全情報を提供することを主⽬的とするものですが、伊勢湾、三河湾内の海事関係者、海
域利⽤者等に広く利活⽤されているところでもあります。 

海上交通安全情報図の作成・公表から 10 年。伊勢湾においては、中部国際空港島の⻄側海
域に名古屋港新⼟砂処分場整備事業が進められており、同事業の実施により伊勢湾内の航⾏
環境が変化しています。また、伊勢湾・三河湾並びに各特定港においては、⾃然災害 （台⾵・
地震津波）に対応した船舶事故防⽌への対策強化が図られており、現状に即した内容に更新
する必要が⽣じています。 

本調査は、前述の４特定港及び伊勢湾、三河湾内における最新の港湾事情、 海上交通ルー
ル等船舶運航に係る航⾏安全情報を取りまとめ、伊勢湾、三河湾を航⾏する船舶、特に総ﾄﾝ
数 1 万未満の外国船舶の安全に寄与することを⽬的とするものです。 
 

２ 調査の経緯・結果 

本調査では、⿃⽻商船⾼等専⾨学校名誉教授の⽚岡⾼志⽒を委員⻑とし、海事関係者、関
係官公庁職員による常設専⾨委員会を設置して検討を⾏いました。 

委員会では、伊勢湾、三河湾及び伊良湖⽔道航路における航⾏安全情報、4 特定港（名古屋 
港、四⽇市港、⾐浦港、三河港）における航⾏安全情報を収集整理し、「最新の航⾏安全情
報」として取り纏めを⾏いました。（「最新の航⾏安全情報」は次項⽬ 3 に記載） 

また、平成 25 年度版「伊勢湾・三河湾海上交通安全情報図」の記載内容の追記、訂正等の
修正を図り、令和 7 年度版として発⾏（改版）することとしました。改版版の海上交通安全
情報図は、⽇本語版、英語版等の冊⼦、当協会ホームページ等を活⽤し、海事関係者、海域
利⽤者等に広く周知を⾏うこととしています。 

  本委員会の報告書につきましても、当協会ホームページに掲載することとしています。 
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３ 最新の航⾏安全情報の整理事項 

  本調査における「最新の航⾏安全情報」については、平成 25 年以降に継続されている 
情報、新たに追加された情報、⾒直しされた情報、廃⽌された情報等を整理しています。 

整理事項は多岐に亘りますが、その中の⼀部を紹介します。 
 

 (1) 名古屋港新⼟砂処分場整備事業に関する情報 
令和 3 年度から伊勢湾北部海域の中部国際空港島の⻄側海域に名古屋港新⼟砂処分場

（埋⽴地）の整備が進められています。処分場完成までの全体⼯期としては約 32 年を⾒
込んでいる国家的事業です。同整備事業では、広域な⼯事区域が設定されることから、航
⾏船舶への影響を考慮し、令和 7 年 10 ⽉〜11 ⽉に伊勢湾第五号灯浮標、同第六号灯浮標
が⻄側へ移設されています。 

 
 (2) 伊勢湾・三河湾における台⾵・地震津波対策に関する情報 
    第四管区海上保安本部では、⼤型台⾵への対応、南海トラフ巨⼤地震津波への対応とし

て船舶避難対策の強化を図っています。 
   ・ 伊勢湾及び三河湾における湾外避難勧告・⼊湾回避勧告 
   ・ 伊良湖⽔道航路における交通制限（⼊湾回避勧告） 
   ・ 中部国際空港の周辺海域における荒天時の避泊⾃粛 
   また、当協会では、第四管区海上保安本部とタイアップし、船舶の避難対策に関する情

報の提供を⾏っています。 
   ・ 台⾵避泊サポートマップ 
   ・ 伊勢湾広域船舶津波対応マップ 
 

(3) 各港における台⾵・地震津波対策に関する情報 
   名古屋港、四⽇市港、⾐浦港、三河港では、各港⻑において⼤型台⾵、南海トラフ巨⼤

地震津波への対応として、船舶の避難基準の⾒直し、強化が図られています。 
 

 
     
  
  
  
 
 
 
 
 〈委員会の開催状況〉 



 

3 

四⽇市港港湾計画改訂に係る船舶航⾏安全に関する調査研究 
                              

【調査研究の概要】 

   四⽇市港の港湾計画は、平成 30 年代前半を⽬標年次として、平成 23 年 4 ⽉に改訂され、
14 年が計画していることから、四⽇市港港湾管理者においては、令和 10 年代後半を⽬標年次
として取り組むべき内容を⽰す「四⽇市港港湾計画」の改訂に取り組んでいます。 

  港湾計画は、港湾の整備や管理を⾏う上での指針となるもので、係る港湾計画の改訂（案）
については、船舶交通の安全確保の⾒地から慎重に検討することが求められました。 

本調査では、海技⼤学校名誉教授の岩瀬潔⽒を委員⻑とし、海事関係者並びに関係官公庁職
員で構成する特別専⾨委員会を設置。委員会では、四⽇市港の現況、港湾改訂（案）、また、
改訂（案）に係る船舶通航船実態調査に基づく航⾏船舶への影響評価について検討を⾏いまし
た。検討の結果、四⽇市港港湾計画改訂の改訂案は、現状の航⾏環境、航⾏船舶に与える影響
は殆どないとの結論を得ました。 

 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 参考 
四⽇市港港湾計画は、令和８年２⽉９⽇（⽉）開催の「四⽇市港港湾審議会」での審議、 

令和 8 年 3 ⽉ 12 ⽇（⽊）開催の「交通政策審議会第 99 回港湾分科会」の議を経て改訂さ
れました。 
   

 
 
 
 
 
 
 

〈四⽇市港港湾計画の概要（案） 
出典：四⽇市港管理組合 HP 

 

〈委員会の開催状況〉 
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四⽇市港 15 号岸壁への⼤型客船受⼊れに係る航⾏安全 
  に関する調査研究（その 2）   

                         

【調査研究の概要】      

四⽇市港では、⼤型客船の誘致に積極的に取り組んでおり、15 号岸壁が⼤型客船「⾶⿃
Ⅱ」（5 万 GT 級）を最⼤船型とする客船バースとして運⽤されている現状において、同 15 号
岸壁に⼤型客船「⾶⿃Ⅲ」（5.2 万 GT 級）の他、2 隻の⼤型客船（4.7 万 GT 級・3.2 万 GT
級）を新たに受⼊れる計画です。 

本調査では、海技⼤学校名誉教授の淺⽊健司⽒を委員⻑とし、海事関係者並びに関係官公
庁職員で構成する特別専⾨委員会を設置。委員会では、⿃瞰型操船シミュレーションによる
⾶⿃Ⅲの⼊出港操船に係る安全性の検討並びに、15 号岸壁係留時の安全性について検討を⾏
い、航⾏安全対策並びに運⽤基準を策定しました。また、⾶⿃Ⅲ以外の 2 船型については、
⾶⿃Ⅱの運⽤基準を踏襲することで問題ないことを確認しました。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

〈四⽇市港 15 号岸壁に着岸中の⾶⿃Ⅲ〉 
⾶⿃Ⅲは、令和 7 年 11 ⽉ 29 ⽇（⼟）四⽇市港に初⼊港。 

〈委員会の開催状況〉〈四⽇市港 15 号岸壁への操船例図〉 
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令和 7 年度 名古屋港新⼟砂処分場建設に係る船舶航⾏安全 
に関する調査研究        

 

【調査研究の概要】  

名古屋港新⼟砂処分場の建設は、⼯区（整備区域）を分割して施⼯する計画であり、⼀期⼯
事として⻄Ⅰ⼯区の護岸整備が進められています。令和 8 年 4 ⽉には⻄Ⅰ⼯区の護岸が概
成し、次のステップとして⻄Ⅱ⼯区の護岸整備並びに⻄Ⅰ区の埋⽴⼯事に着⼿する計画
です。⼯事が施⼯される海域は、伊良湖⽔道と名古屋港を結ぶ船舶の通航帯に⾯し、昼夜、
外航⼤型船、内航船等が航⾏することから、当該⼯事が航⾏船舶に及ぼす影響について慎重
に検討することが求められています。 

本調査では、⿃⽻商船⾼等専⾨学校名誉教授の⽚岡⾼志⽒を委員⻑とし、海事関係者、漁
業関係者並びに、関係官公庁職員で構成する特別専⾨委員会を設置。委員会では、⻄Ⅰ⼯区
と⻄Ⅱ⼯区の同時施⼯に伴う包含的な⼯事区域設定に係る航⾏船舶への影響、⼟運船運航に
係る⼀般船舶等への影響、航路標識（伊勢湾第五灯浮標・第六号灯浮標）移設後の航⾏環境
の変化について調査検討を⾏いました。 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 〈委員会の開催状況〉

〈⼯事区域の設定図〉 〈調査フロー図〉 

〈南護岸の整備状況 ・R6.1.1 撮影〉

〈出典：名古屋港湾事務所 HP〉 
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令和７年度 名古屋港岸壁整備に係る船舶航⾏安全に関する調査研究       
 

【調査研究の概要】 

名古屋港では、東南アジア向け貨物の増加とコンテナ船の⼤型化に対応するため、⾶
島ふ頭東地区において既存⽔深 12ｍ岸壁を⽔深 15ｍの耐震強化岸壁に機能強化する事業が
進められており、同地区の R1 岸壁については平成 29 年度に改良⼯事に着⼿し、令和 4 年
度に完了しています。 

  今般、新たに R1 岸壁に隣接（接続）する R2 岸壁の改良⼯事（海上部）に着⼿する計画
であり、また、同時並⾏的に名古屋港⻄航路（中航路）における浚渫⼯事も実施されること
となっています。  

本調査では、⿃⽻商船⾼等専⾨学校名誉教授の⽚岡⾼志⽒を委員⻑とし、海事関係者、関
係官公庁職員で構成する特別専⾨委員会を設置。委員会では、⼯事施⼯計画に基づき、⼯事
作業区域の設定、⼯事作業船の安全対策、隣接バース着離岸船及び⼀般航⾏船舶の安全確保、
⼯事作業の安全管理等について調査検討を⾏いました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 〈委員会の開催状況〉〈⾶島ふ頭東側コンテナターミナル〉
出典：名古屋港埠頭(株)HP 

〈調査海域図〉 

〈調査フロー図〉 
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航行船舶等への影響検討

航行安全対策の検討

航行安全対策の検討

第2回委員会

検討結果の取りまとめ

検討結果の取りまとめ

委員会報告書の取りまとめ

工事施工位置周辺の船舶交通環境

工事施工位置周辺の船舶交通環境
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愛知県⽥原市・豊橋市沖における浮体式洋上⾵⼒実証事業に係る 
船舶航⾏安全に関する調査研究       

 

【調査研究の概要】    

   愛知県⽥原市・豊橋市沖において浮体式洋上⾵⼒実証事業が計画されています。この事業
は、沿岸から沖合約 9 マイルの海上に浮体式洋上⾵⼒発電設備 （⾵⾞）１基を設置し、浮体
式洋上⾵⼒の技術の確⽴を⽬指すもので、実証期間は単年度の予定となっています。 

   ⾵⾞設置予定の海域は、伊勢湾・伊良湖⽔道から東京⽅⾯を結ぶ海道（船舶の通航帯）の
領域にあり、航⾏船舶に配慮した対策の検討が求められました。 

  本調査では、海上保安⼤学校名誉教授の⻑澤明⽒を委員⻑とし、海事関係者、関係官公庁
職員で構成する特別専⾨委員会を設置。委員会では、計画海域周辺の航⾏環境、船舶の通航
実態把握、⾵⾞設置（位置）に係る海上交通流シミュレーション実施結果による船舶交通へ
の影響評価等により検討を⾏い、航⾏安全対策を取り纏めました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
〈調査フロー図〉 〈委員会の開催状況〉 

※ ３回の委員会はリモート形式併⽤で実施 

〈調査対象海域〉 

浮体式洋上風力実証事業の概要

計画地周辺の航行環境

AISデータ解析による計画位置周辺の
船舶航行状況

船舶通航実態把握

500GT未満船舶のAIS機器搭載状況

風車設置（位置）に係る影響予測

航行安全対策の検討

船舶通航実態調査の実施

航行状況の把握

500GT未満船舶の航行実態

航行位置の確認

AIS機器搭載状況の確認

交通流シミュレーションの実施

風車設置（位置）に係る影響評価

第2回委員会

検討結果のとりまとめ

第1回委員会

第3回委員会

自然環境（風況）

海図 W70 御前埼⾄伊勢湾から複製・加⼯ 



 

8 

名古屋港新⼟砂処分場整備に伴う船舶安全管理業務 
                             

【業務の概要】 

  伊勢湾北部海域では、中部国際空港島に隣接して⼤規模且つ⻑期に亘る名古屋港新⼟砂処 
分場整備事業が実施されており、周辺海域を航⾏する⼀般船舶等の航⾏安全を図るとともに、 
⼯事関係船舶の事故を防⽌する必要があります。 

当協会では、事業実施主体より委託を受け、令和 3 年度より「航⾏安全情報管理室」を設
置し、航⾏船舶、操業漁船及び⼯事作業船の安全確保ための各種情報の収集・提供、船舶及
び⼯事関係者に対する助⾔・指導等を⾏っており、令和 7 年度においても継続的に実施しま
した。 

当協会ホームページでは、航⾏安全情報管理室の常務内容、新⼟砂処分場建設に関する情
報（当⽇の⼯事作業予定情報・警戒船等運航予定情報・作業船運航管理情報）を確認するこ
とができます。 

 
 
 

〈HP 掲載の⼯事作業予定情報の⼀例〉 



 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ 会 務 報 告  
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  令和８年 新年賀詞交歓会 
 

令和 8 年１⽉ 8 ⽇（⽊）、名古屋マリオットアソシアホテル 16 階アゼリアの間において令和
８年新年賀詞交歓会を開催しました。 

始めに、当協会会⻑の⼩林司より開会のご挨拶を申し上げ、海上保安庁第四管区海上保安本
部⻑の澤井幸保様、国⼟交通省中部運輸局⻑の中村広樹様よりご祝辞を頂きました。 

続いて、当協会副会⻑の豊⽥正博様（総合ポートサービス(株)代表取締役社⻑）による乾杯の
挨拶をもって、賀詞交歓の場に移りました。 

当協会の新年賀詞交歓会は、年初めの恒例⾏事として会員の皆さまに歓迎されているところ
であり、新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響を考慮して、3 年程開催を⾒送っておりました
が、コロナ感染も落ち着いたことから、令和 6 年より再開することとしました。 

当⽇は、会員様、ご来賓様を含め多くの皆様（193 名）にご出席をいただき、盛⼤かつ有意
義な懇親、意⾒交換の場となりました。 

締めの挨拶は、伊勢三河湾⽔先区⽔先⼈会会⻑の伊東佳宏様によって⾏われ、令和 8 年新年
賀詞交歓会を閉会とさせて頂きました。 

当協会としましては、令和 8 年におきましても、会員の皆さまのご理解とご⽀援をいただき
ながら、ご期待に応えるべく努めて参ります、本年も宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 〈賀詞交歓会場の様⼦〉 〈国⼟交通省中部運輸局 中村局⻑〉 

〈伊勢湾海難防⽌協会 ⼩林会⻑〉 〈第四管区海上保安本部 澤井本部⻑〉 
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令和７年度 第２回通常理事会 
 

公益社団法⼈ 伊勢湾海難防⽌協会の令和７年度第２回通常理事会は、令和 8 年 3 ⽉ 5 ⽇
（⽊）名古屋マリオットアソシアホテル 16 階サルビアの間において開催しました。 
    役員の出席状況については、理事 20 名（現理事数 25 名）、監事 1 名（現監事数２名）で
あり、伊勢湾海難防⽌協会定款第 38 条の規定により定員数を満たし、理事会は成⽴しました。 
 第２回理事会における審議内容は下記のとおりです。 
 

記 

１ 議案審議 

(1) 第 1 号議案「令和 8 年度事業計画について」 
(2) 第 2 号議案「令和 8 年度収⽀予算について」 
(3) その他「令和 7 年度事業実施状況について」 
 以上３議案について事務局より配布資料に基づき説明し、異議等なく、原案のとおり承認
されました。 
 

２ 報告事項 

 報告事項として、事務局より令和 7 年度の職務執⾏状況について報告しました。 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

〈令和 7 年度第 2 回通常理事会の開催状況〉 
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令和 7 年度下半期 業務実施状況（10 ⽉〜2 ⽉） 
 

⽉ ⽇ 業 務 内 容 
10 ⽉ 7 ⽇（⽕） 
10 ⽉ 9 ⽇（⽊） 
〜10 ⽇（⾦） 
10 ⽉ 28 ⽇（⽕） 

 

名古屋港友会 10 ⽉定例会出席（名古屋港運協会主催） 
「名古屋港における将来の航路体系あり⽅検討会」ﾋﾞｼﾞｭｱﾙ操船ｼﾐｭﾚｰﾀ実験 
出席（名古屋港管理組合主催） 
「四⽇市港 15 号岸壁への⼤型客船受⼊れに係る航⾏安全に関する調査研究
（その 2）」特別専⾨委員会開催（於：名古屋港湾会館 3F-3） 

 
11 ⽉ 4 ⽇（⽕） 
11 ⽉ 4 ⽇（⽔） 
11 ⽉ 11 ⽇（⽕） 

 
11 ⽉ 19 ⽇（⽔） 

 
11 ⽉ 26 ⽇（⽔） 

 
11 ⽉ 27 ⽇（⽊） 
11 ⽉ 27 ⽇（⽊） 
〜28 ⽇（⾦） 

 

名古屋港友会 11 ⽉定例会出席（名古屋港運協会主催） 
⽥原バイオマス発電所式典出席（於：愛知県⽥原市） 
「令和 7 年度 名古屋港新⼟砂処分場建設に係る船舶航⾏安全に関する調査研
究」第２回特別専⾨委員会開催（於：名古屋港ポートビル 2F-C） 
「四⽇市港港湾計画改訂に係る船舶航⾏安全に関する調査研究」第２回特別専
⾨委員会開催（於：名古屋港湾会館 3F-2） 
「令和 7 年度 名古屋港岸壁整備に係る船舶航⾏安全に関する調査研究」第１
回特別専⾨委員会開催（於：名古屋港湾会館 3F-2） 
「LNG 船安全対策連絡会議」出席（於：JP タワー名古屋） 
「令和 7 年度全国海難防⽌団体等連絡調整会議」出席（於：海運クラブ） 

 

12 ⽉ 2 ⽇（⽕） 
12 ⽉ 18 ⽇（⽊） 

 
12 ⽉ 19 ⽇（⾦） 

 
12 ⽉ 25 ⽇（⽊） 

 

名古屋港友会 12 ⽉定例会出席（名古屋港運協会主催） 
「次世代燃料バンカー船の停泊に係る安全対策に関する調査研究」委員会 
出席（Web・⽇本海難防⽌防⽌協会主催） 
「愛知県⽥原市・豊橋市沖における浮体式洋上⾵⼒実施事業に係る船舶航⾏安
全に関する調査研究」第１回特別専⾨委員会開催（於：名古屋港湾会館 3F-2） 
第 4 回「名古屋港における将来の航路体系あり⽅検討会」出席 

（名古屋港管理組合主催） 
 

1 ⽉ 8 ⽇（⽊） 
1 ⽉ 13 ⽇（⽕） 
1 ⽉ 30 ⽇（⾦） 

 

令和 8 年新年賀詞交歓会開催（於：名古屋マリオットアソシアホテル） 
全⽇本海員組合名古屋⽀部主催「新年の集い」出席 
第 5 回「名古屋港における将来の航路体系あり⽅検討会」出席 

（名古屋港管理組合主催） 
 

2 ⽉ 3 ⽇（⽕） 
2 ⽉ 6 ⽇（⾦） 

 
2 ⽉９⽇（⽉） 

名古屋港友会 2 ⽉定例会出席（名古屋港運協会主催） 
「令和 7 年度 名古屋港新⼟砂処分場建設に係る船舶航⾏安全に関する調査研
究」第 3 回特別専⾨委員会開催（於：名古屋港湾会館 3F-3） 
「四⽇市港港湾審議会」出席（四⽇市港管理組合主催） 
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令和 7 年度下半期 業務実施状況（2 ⽉〜3 ⽉） 
 

⽉ ⽇ 業 務 内 容 
2 ⽉ 17 ⽇（⽕） 

 
2 ⽉ 24 ⽇（⽕） 

 
2 ⽉ 26 ⽇（⽊） 

 

「令和 7 年度 名古屋港岸壁整備に係る船舶航⾏安全に関する調査研究」第 2
回特別専⾨委員会開催（於：名古屋港湾会館 3F-2） 
「愛知県⽥原市・豊橋市沖における浮体式洋上⾵⼒実施事業に係る船舶航⾏安
全に関する調査研究」第 2 回特別専⾨委員会開催（於：名古屋港湾会館 3F-2） 
「洋上⾵⼒発電事業に係る航⾏安全対策検討会」第１回検討会出席（Web・⽇
本海難防⽌協会主催） 

 
3 ⽉ 3 ⽇（⽕） 
3 ⽉ 5 ⽇（⽊） 
3 ⽉ 12 ⽇（⽊） 

 
3 ⽉ 16 ⽇（⽉） 

 
3 ⽉ 18 ⽇（⽔） 

 
3 ⽉ 24 ⽇（⽕） 

 
3 ⽉ 24 ⽇（⽕） 

 

名古屋港友会 3 ⽉定例会出席（名古屋港運協会主催） 
令和 7 年度 第 2 回通常理事会開催（於：名古屋マリオットアソシアホテル） 
「令和７年度 海運・⽔産関係団体連絡協議会」出席（Web・⽇本海難防⽌協
会主催） 
「愛知県⽥原市・豊橋市沖における浮体式洋上⾵⼒実施事業に係る船舶航⾏安
全に関する調査研究」第 3 回特別専⾨委員会開催（於：名古屋港湾会館 3F-2） 
「令和 7 年度 名古屋港岸壁整備に係る船舶航⾏安全に関する調査研究」第 3
回特別専⾨委員会開催（於：名古屋港湾会館 3F-2） 
「洋上⾵⼒発電事業に係る航⾏安全対策検討会」第 2 回検討会出席（Web・⽇
本海難防⽌協会主催） 
「令和７年度 外国船舶の航⾏安全対策に関する調査研究」常設専⾨委員会開
催（於：名古屋港湾会館 3F-2） 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ 事務局からのお知らせ 
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令和 8 年度 霧海難ゼロ活動の推進について 
（お知らせ） 

 
東海地⽅における霧多発期の運動としまして、⻑年「霧海難ゼロキャンペーン」を実施してき

ましたが、⼀定の施策効果があったと考えられ、また、船舶運航者への安全意識の徹底が図ら
れたものと判断されたことから、令和６年度をもってキャンペーンと称する活動は終了しまし
た。 
 然しながら、春先から梅⾬期にかけて伊勢湾・三河湾を含め東海地⽅の海域は霧が多発する
時期であり、霧に起因する海難事故防⽌の啓発を引き続き⾏っていくことが必要であり、令和
7 年度からは「霧海難ゼロ」をスローガンに霧海難ゼロの活動を⾏っています。 

令和８年度の活動については、添付の啓発リーフレットにより推進することと致しますので、
ご尽⼒を頂きたくお願い申し上げます。 

 
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

【令和 8 年度 リーフレット】 
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令和 8 年度上半期の予定について 
 

 令和 8 年度第１回通常理事会は、5 ⽉ 15 ⽇（⾦）13:30〜名古屋港湾会館３階第 3 会議室
において開催致します。 

 
 令和 8 年度通常総会は、6 ⽉ 11 ⽇（⽊）13:30〜名古屋港湾会館 2 階第 1 会議室において

開催致します。 
 

 令和 8 年度「海の事故ゼロキャンペーン」は、7/16〜7/31 までの 16 ⽇間、全国的に実施
されます。東海地⽅における同キャンペーンの実施計画については、海難防⽌強調運動推
進東海地⽅連絡会議を開催し決定することとしています。作業部会は 5 ⽉中下旬、本会議
は 6 ⽉初旬に開催する予定です。 

 
 令和 8 年度「伊勢湾・三河湾海域利⽤者航⾏安全協議会」は、7 ⽉初旬を⽬途に開催した

いと考えています。開催⽇程につきましては、協議会構成員の皆さまのご都合等を踏まえ、
早期に決定したいと考えています。決定後は、速やかに開催のご案内を致します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊勢湾海難防⽌協会 HP について 
（お知らせ） 

 

当協会のホームページ（ＨＰ）は、令和 7 年 1 ⽉リニューアル 
オープンし、当協会の事業内容、活動について分かりやすく構成
しています。 

掲載の内容につきましては、今後も充実を図っていくこととし
ていますので、地域の皆さまの情報源の⼀つとしてご利⽤頂きた
いと思っています。 

また、問合せ窓⼝を設けておりますので、ご質問、ご意⾒等ご
ざいましたら、お寄せ下さい。宜しくお願い致します。 
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トピック（地域の話題） 
 

2026 年 9 ⽉ 19 ⽇〜10 ⽉ 4 ⽇までの期間、第 20 回アジア競技⼤会が名古屋市を中⼼とする
愛知県内の既存施設に分散して開催されます。 

アジアの 45 の国と地域から、選⼿・役員を併せて最⼤約 15,000 名が名古屋にやってくるア
ジア最⼤のスポーツ⼤会となります。 

アジア競技⼤会の終了後は、アジアパラ競技⼤会が 10 ⽉ 18 ⽇〜10 ⽉ 24 ⽇までの 7 ⽇間に
亘って、各種競技が名古屋市を中⼼に県内各地の既存施設で分散開催されます。 

 
今⼤会では、各種競技で⽇本選⼿の活躍に注⽬するところですが、もう⼀つの注⽬するとこ

ろは、⼀体的に整備された選⼿村を建設せずに、選⼿の宿泊拠点として名古屋市内の既存のホ
テルの他に、ホテルシップ （クルーズ船）、コンテナハウス （移動式宿泊施設）の利⽤が計画さ
れているところです。 

⼤会組織委員会では、「新しい選⼿村は作らない⼤会運営」を掲げており、コスト削減・機動
性・⼤会後の活⽤（レガシー）・防災⼒向上という複数の⽬的を同時に満たす⼿段として、ホテ
ルシップとコンテナハウスが最適と判断しています。 

 
ホテルシップとして利⽤する船は、⼤型クルーズ船「コスタ・セリーナ」（114,500GT・

LOA290ｍ・客室 1,500 室）です。9 ⽉ 15 ⽇に名古屋港に⼊港し、10 ⽉ 6 ⽇までの 22 ⽇間、
⾦城ふ頭に停泊する予定となっており、延べ約 4,000 ⼈の宿泊施設となります。 

 
また、コンテナハウスは、広⼤な名古屋港ガーデンふ頭内の駐⾞場等の敷地を利⽤して、約

200 棟設置され、約 2,000 ⼈が過ごす宿泊施設となります。その他、ガーデンふ頭には選⼿団
本部、サービスセンター、ダイニングホール、フィットネス等が整備され、選⼿の交流の場と
なるようです。 

当協会事務所は、このようなガーデンふ頭の近くにあり、⼤会期間中、港周辺はアジア各国
の選⼿、⼈々で賑わうことが予想されます。 

 
 

 
 
 
 
 
 

〈アジアパラ競技⼤会ロゴマーク〉 〈アジア競技⼤会ロゴマーク〉 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
              

                この冊⼦は、再⽣紙を使⽤しています。 

 

会 報 第 1 4 5 号 
（令和8年4⽉発⾏） 

 
（公社）伊勢湾海難防⽌協会 

〒455-0032 名古屋市港区⼊船2-2-28 
       第2名港ビルディング2階 

電 話 052-651-0522 
ＦＡＸ 052-651-0519 

    Http：//www.isekaibou.or.jp 
     E-mail：isekai@isekaibou.or.jp 

印 刷 : 名港印刷株式会社 


